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新 技 術 

の 成 果 

な   ど 

技 術 の 名 称 iPS細胞の万能性維持に関わるタンパク質 

ジ ャ ン ル 

□ ナノテク・材料  ■ 医療・バイオ 

□ 情報関連・ＩＴ   □ 環境関連 

□ 製造技術     □ その他 

概    要 

  

 

図１．各LIF 濃度におけるCCL2 添加による

iPS細胞の未分化能の向上 

 
図２．Ccl2はJak-Statパスウェイを介して

iPS細胞の未分化能維持に働く 

ES/iPS細胞は、その分化万能性から再

生医療等への応用が注目されている。

その培養法は、マウス由来 ES/iPS 細

胞において、フィーダー細胞を使用し

なくても万能性の維持が実現できて

いるが、ヒト由来 ES/iPS 細胞では、

フィーダー細胞なしの状態で有効か

つ簡便な手段が確立されていない。本

発明では、細胞を遊走させる活性が知

られているCCL2タンパク質によって、

未分化細胞の万能性を維持/向上でき

ることが明らかになった。ES/iPS細胞

等の万能性を維持/向上した状態で培

養可能であることから、新たな万能性

維持・向上剤およびその用途の提供が

期待され、再生医療等をはじめとする

種々な医療やその研究に極めて有用

である。 

マッチングを想定する

業界/用途利用分野 

幹細胞培地業界、分化誘導試薬関連業界／幹細胞基礎研究分野、再生医療

分野 

産業界へのアピール

ポイント/新規産業形

成の可能性 

l ES/iPS細胞の未分化状態を維持および／または向上させる。 

2未分化細胞の状態の均質化に役立つ。 

3 Jak-Stat パスウェイによる情報伝達が未分化状態維持に重要な幹細胞

であれば、ES/iPS細胞にかぎらず、体性幹細胞、胚性腫瘍細胞、始原生殖

細胞等についても適用できる。 

4ヒト由来の未分化細胞について、エピブラストからブラストシストへの

脱分化の進行を促進。 

従来技術に対する 

新規性･優位性 

CCL2が未分化能維持の関わるという知見は世界で初めて。 

ヒトでうまくいけば、従来技術より、より簡便に安価で、高品質のヒトiPS

細胞を培養、維持が可能となる。 

実用化に向けた課題 

ヒトiPS 細胞に対するCCL2 の効果はみられているものの、まだフィーダ

ー細胞なしで CCL2 を添加したのみでは、未分化能維持は成功していない

ため、更なる条件検討等が必要である。 
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